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研究成果の概要（和文）：本研究を通じて、第一に、自由および平等の基本的価値の内実につい

て解明された。第二に、自由と平等の各価値を統合する正義の構想が、究極的価値としての平

等の統御下で、個人の責任についての原理的規定を内包するものであることが明らかになった。

第三に、当該構想の実践的意義、すなわち、それが日本の社会保障制度や税制への改革指針と

なりうることが示された。 
 
研究成果の概要（英文）：The achievements of this study are as follows: first, it explicated 
the fundamental values of freedom and equality. Second, it uncovered the conception of 
justice synthesizing the values of freedom and equality, which stipulates the role of 
personal responsibility in our society. Third, it clarified the practical implications 
of the proposed conception of justice, in such a way as to apply to the social security 
and tax system in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 正義の下位概念たる自由と平等をめぐっ
ては、英米圏の倫理学を中心に特筆すべき研
究成果が数多く存在する。その多くが、それ
ぞれの価値をめぐる理論的諸問題の解決の
ために、それぞれの概念の分節化を試み、そ
のうえで当該概念をどう理論的に位置づけ
られるかについて考察するものである。こう
した研究方法を「分析的アプローチ」と呼ぶ
とすると、それぞれの価値概念についての分

析的アプローチに基づく成果としては、以下
のものがあげられる。 
 
(1) 自由 
 自由に関する分析的アプローチについて
は、I. バーリンの『自由論』以降、様々な
議論が世に問われてきた。議論は多岐にわた
り、いかなる自由概念が適切か、いかなる自
由概念の位置づけが望ましいか等をめぐる
スタンダードなものから、バーリンの議論に
垣間見える方法論的前提について批判的に
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検討するものまで存在する。 
 そうした論争のなかでも最近とくに注目
されているのが、他者による影響力の恣意的
行使から免れていることの重要性を強調す
る共和主義的自由論（Q. スキナーや P. ペテ
ィットの自由論）と、純然たる消極的自由（他
者からの物理的妨害がない状態）を唯一の適
切な自由概念とする純粋な消極的自由論（I. 
カーターと M. クレイマーの自由論）の間の
論争である。共和主義的自由論者は、消極的
自由が他者に支配されている状態でも成立
してしまうことから、消極的自由論を厳しく
批判する。それに対し、純粋な消極的自由論
者は、他者に支配されている状態で問題視さ
れるのは、あくまで当の他者による、将来と
りうる選択の物理的妨害であるとして、その
点を織り込める消極的自由概念で充分対応
可能であり、その方がむしろ一貫した議論を
展開できるとして、共和主義的自由論者によ
る消極的自由論批判を退ける。 
 現在この論争は、自由をめぐる倫理学的議
論の中核をなしており、自由がいかなる価値
かについて検討するうえで無視できないも
のとなっている。しかし日本では、この論争
について紹介すらされておらず、依然として
バーリンの枠組みで議論を展開するにとど
まっている。 
 
(2) 平等 
 平等に関する分析的アプローチについて
は、自由概念以上に様々な議論が存在する。
そのなかでも、どのような平等が望ましいか
についての研究、すなわち、平等化指標をめ
ぐる研究は最も有名である。1980 年代から
90 年代にかけての平等をめぐる論争は、この
問題をめぐって起こったと言える。かのノー
ベル経済学賞受賞者である A. センも、すべ
ての正義構想がこの平等化指標をめぐる議
論から出発せざるを得ないとし、正当化しう
る指標として、個人個人で能力差があること
を反映する潜在能力を適切な指標として提
出した。 
 ところが 2000 年前後から、それまで自明
視されてきた平等の価値について、再考を促
す気運が高まってきた。Ethics や Utilitas
といった倫理学分野で上位ランクを占める
学術雑誌では、平等の内在的価値（それ自体
としての価値）を擁護する議論から、平等に
はせいぜい道具的な（他の価値を実現するた
めに寄与する）役割しか与えられないとする
議論に至るまで、様々な議論が展開されてい
る。そうした論争から、平等の価値基底性を
謳い、平等が正義構想における中心的価値と
なることを積極的に論じる理論が現れた。 
 どのような平等が望ましいかについての
研究から、平等がそれ自体重要な価値である
かどうかについての研究への英米倫理学に

おけるシフトは、根源的な問いを扱う倫理学
という学問においては必然的な流れであっ
たとも言える。しかし日本では後者の研究は
等閑視されがちで、倫理学研究としての平等
論は、依然として途上段階にあると言わざる
を得ない。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 具体的研究課題 
 本研究ではこうした現状に鑑み、次の三つ
の具体的課題を設定した。 
 
① 自由論の最新の動向や平等の価値をめぐ
る議論を詳しくサーヴェイし、そのうえで自
由と平等という二つの価値に関して独自の
見解を提出する。 
 
② 自由と平等を正義構想のなかにどのよう
に位置づけられるかについて検討し、その統
合的考察によってそれぞれの規範的価値の
関連性について明らかにする。 
 
③ 自由と平等を布置する正義構想に照らし
て、今日問題にされる社会保障制度や税制の
あるべき形態について、とくに格差や階層分
断が取り沙汰される日本の現状をふまえて
考察する。 
 
(2) 本研究の特色と意義 
 本研究の特色と意義については、以下の三
点があげられる。 
 
① 本研究は、日本ではほとんど消化されて
いない自由および平等に関する最新の議論
について、自らの立場を確立すべく批判的に
検討することから、サーヴェイとしての価値
もさることながら、自由と平等の価値につい
ての独自の見解を提出するという、訓詁学中
心の日本の哲学・倫理学業界では希薄な研究
態度で研究を進める点に特徴がある。 
 
② 英米圏において自由と平等に関する個別
的研究は活発に行われているが、それを総合
的に考察する研究は J. ロールズの『正義論』
以降、あまり多くは世に問われていない。本
研究はその二つの価値の正義構想における
位置づけに焦点を当てるという点で、日本は
おろか英米圏の倫理学的研究と比較しても
希有なものとして評価しうる。 
 
③ 本研究の最大の特色は、自由と平等を下
位の価値概念として位置づける正義構想の
実践性を確認すべく、社会保障システムのあ
り方についての考察を含む点である。これま
で正義の理論的構想を打ち出す倫理学的研
究は、実践的問題に対する応答力に乏しいと



みられてきた。本研究は、正義構想をベース
に社会保障制度や税制について考察するこ
とで、倫理学研究の実践性をつまびらかにす
るのみならず、今日における負担面中心の社
会保障論議の問題点に鋭く迫るという意味
で、今日的意義を有する研究として評価しう
るものとなる。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、英米圏ですでに有力な倫理学
的アプローチとして確立している分析的ア
プローチに則って、次の三段階のステップを
踏んで研究を進めた。 
 
第一段階：自由と平等の価値をめぐる最新の
研究動向についてサーヴェイし、自由と平等
の価値についての独自の見解を提出すべく、
定義上の混乱を回避しうるような一貫性の
ある（かつ有意味な）自由概念および平等概
念の解明に努める。サーヴェイ対象としては、
内外の一流学術誌に掲載された諸論考の他、
自由論の最近の著作や平等論の最新のアン
ソロジーなどがあげられる。 
 
第二段階：自由と平等の価値に関する見解を
統合的に再構成し、それが正義構想において
どのような役割を担うかについて、オリジナ
ルな議論を提出する。本段階では正義構想を
めぐる内外の研究を参照しながら、正義構想
の構築を試みる。 
 
第三段階：上記二つの段階で析出された正義
構想に照らして、その実践性や実行可能性に
ついて考察する。とくに本段階では、日本で
どのような社会保障制度や税制が求められて
いるのかについて、包括的なヴィジョンを提
出することを目標とする。本段階では社会保
障制度や税制の改革の指針となりうるような
具体的な正義論研究と対峙しながら、自由と
平等という二つの価値を統合した正義構想の
実践的レレバンスについて明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
(1) 平成 21 年度 

統合的な正義構想の提出およびその実践
的意義の解明という研究目的を果たすため
に、自由と平等の価値をめぐる最新の研究動
向についてサーヴェイし、自由と平等の価値
についての独自の見解を提出すべく、定義上
の混乱を回避しうるような一貫性のある（か
つ有意味な）自由概念および平等概念の解明
を試みた。 

第一に自由の価値についてだが、純粋な消
極的自由論（H. スタイナーおよび I. カータ
ーの学説）について整理し、その理論的意義

と今後克服すべき問題点について、共和主義
的自由論者である P. ペティットの消極的自
由論批判をふまえて確認した。 
第二に平等の価値については、平等主義的

正義論の嚆矢的存在とされる J. ロールズや
R. ドゥオーキンの理論の特異性を確認し、
彼ら以降の平等論が平等の価値をめぐる議
論に彼ら以上に向き合っている点について
確認した。 
このように、平成 21 年度の研究成果は主

としてサーヴェイ中心だが、自由と平等の価
値に関する見解を統合的に再構成し、それが
正義構想においてどのような役割を担うか
について、オリジナルな議論を提出したうえ
で、その実践性や実行可能性について考察す
る次年度の研究につながりうる内実を有す
るものであった。 
 
(2) 平成 22 年度 
本研究の完遂のために、自由と平等を統合

する包括的正義構想を提出するための研究、
および、当該構想の実践性や実行可能性につ
いて詳細な検討を加える研究を実施した。 
 その結果、第一に、自由概念と切り離せな
い責任についての原理的規定を内包する正
義構想が、究極的価値として措定しうる平等
の統御下で導かれるべきだとする見地を獲
得した。これにより、本研究の主目的である
包括的な正義構想の提出という目的は果た
されたといえる。 
第二に、その正義構想が、日本を席巻する

自己責任言説や逆に格差社会を忌避する直
感的議論に対して、一定の規範的含意を示す
ものであることが判明した。すなわち、無責
任の体系や格差状況への感情的反発を是と
しない責任基底的な正義構想によって、貧者
を放置してしまうような過酷な政策は推奨
されないものの、一方で各自の生き方には責
任が付随するという理に適った見解が得ら
れた。これにより、不平等の個人的責任が必
ずしもわれわれの直観に反することなく定
位可能なことが判明し、日本の社会保障制度
や税制への改革指針が明確になったといえ
よう。 
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